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自
治
会
連
合
会
の
活
動
に
、
自
治
会

長
さ
ん
を
は
じ
め
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

社
会
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
・
核
家

族
化
・
高
度
情
報
化
・
人
間
関
係
の
希

薄
化
等
々
大
き
く
変
化
し
、
地
域
社
会

で
も
想
像
も
つ
か
な
い
問
題
と
変
化
が

取
巻
く
環
境
変
化
の
な
か

　
　
　

皆
の
知
恵
と
行
動
で
前
進
を
！！

自治会連合会長

杉田 友司

起
き
て
い
ま

す
。
直
近
に

お
い
て
は
、

社
会
的
つ
な

が
り
が
弱
体

化
し
た
憂
う

姿
と
し
て
、

辞
書
に
も
な

い
「
無
縁
社

会
」
な
る
も

の
が
社
会
に
表
面
化
さ
れ
、
信
じ
が
た
い

驚
き
で
あ
り
ま
す
。

想
像
も
つ
か
な
い
こ
の
様
な
環
境
変
化

の
時
こ
そ
自
治
会
は
活
動
の
原
点
に
立
ち

返
る
事
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

住
民
の
顔
が
見
え
、
言
葉
が
行
き
交
う
町
、

そ
し
て
、
住
民
同
士
の
支
え
合
い
を
通
し

て
住
民
の
絆
が
更
に
太
く
な
っ
て
い
く
事

が
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
土
台
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
土
台
づ
く
り
が
自

治
会
活
動
の
原
点
の
一
つ
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
は
、
総
会
で
承
認
さ
れ

た
活
動
を
基
本
に
推
進
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
年
度
は
特
に
、
昨
年
実
施
し
た
自

治
会
長
ア
ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
、

★
自
治
会
連
合
会
の

　

組
織
・
事
業
等
の
見
直
し

★
行
政
依
頼
の
各
種
委
員
の
事
業

　

及
び
委
員
数
見
直
し
（
行
政
依
頼
）

等
に
特
別
委
員
会
を
設
け
環
境
変
化
に

対
応
で
き
得
る
組
織
づ
く
り
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
引
続
き

調
査
検
討
を
進
め
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
後
も
、
自
治
会
連
合
会
は
住
民
の
知

恵
と
行
動
で
行
政
と
協
働
を
し
な
が
ら
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
歩
い
て

行
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
更
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
平
成
二
十
三
年
度
総
会

　

日　

時
：
平
成
23
年
4
月
16
日（
土
）
午
後
1
時
か
ら

　

と
こ
ろ
：
ア
ミ
ュ
ー
ズ
豊
田
ゆ
や
ホ
ー
ル

　

自
治
会
長
さ
ん
の
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

▲敬老会（竜洋支部岡自治会）

▲市三役との懇談会

◀▲市政懇談会
　　（豊岡支部）
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防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例
検
討

ワ
ー
キ
ン
グ
部
会
へ
参
加

防
犯
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定
の
議

案
が
２
月
議
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
案
は
、
防
犯
ま
ち
づ
く

り
に
関
し
基
本
理
念
を
定
め
、
自
治

会
等
や
市
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

条
例
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
代
表
と
し
て
検
討
部
会
へ
参
加

し
内
容
の
討
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
自
治
会
と
し
て
日
々

行
っ
て
い
る
防
犯
活
動
の
よ
り
ど
こ

ろ
と
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

条
例
案
は
、
新
た
な
防
犯
活
動
を

強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
防
犯
力
の
向
上
の
た
め
に
、

地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
で
連
携
し

つ
つ
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

か
ら
継
続
し
て
防
犯
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住民安全部長

牧田　宏

平成22年度
住民安全部主要事業

○防犯研修会
○防犯パトロール推進大会
○防犯強化月間
○防犯ポスターコンクール
○地区安全会議情報交換会
○地区防犯組織への活動助成

防犯ミニデータ
（H23.2.28 現在）

地区安全会議　設立数 24
青パト登録台数　180 台

住民安全部活動報告

9月
防犯委員全体

研修会では、

女探偵ナオミさ
んを講師に

迎え地域と個
人で出来る

『防犯対策』に
ついて学びま

した。
10月

防犯啓発ポスター
コンクール

には例年を大幅に上
回る応募

をいただきました。

防犯啓発ポスター

月

防犯委員 体全体研研修会で

女探偵ナオミさ
んを講

8月
防犯強化月間に併せて
防犯パトロール推進大会
が過去最高の参加者と
青パトにより盛大に開催
されました。

11月
地区安全会議情報交換会では、未設立地区も含め、防犯活動に関する取り組み事例の発表や課題が話し合われました。
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地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
て
今
す
ぐ
始
め
よ
う

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
に

　
　
　
　
　
　

参
加
し
ま
し
た

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習
会
へ
参
加
し
、

講
義
や
路
上
へ
出
て
の
運
転
実
習
（
燃
費

計
に
よ
る
計
測
を
行
い
な
が
ら
）
な
ど
を

体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
、
燃
費
改
善

率
は
下
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
取
り

組
み
が
大
切
で
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の

ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
の

で
皆
さ
ん
も
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
、

は
じ
め
ま
せ
ん
か
？

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
少
し
気
を
つ
け
れ

ば
で
き
そ
う
な
こ
と
ば
か
り
。
環
境
に

や
さ
し
い
（
エ
コ
ロ
ジ
ー
）
だ
け
で
な

く
、
経
済
性
の
向
上
（
エ
コ
ノ
ミ
ー
）、

安
全
性
の
向
上
（
セ
ー
フ
テ
ィ
）
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
ポ
イ
ン
ト

①
や
さ
し
い
発
進
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

②
車
間
距
離
に
余
裕
を
も
っ
て
加
減
速

　
の
な
い
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

③
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ
で
エ
ン
ジ
ン

　
ブ
レ
ー
キ
を
使
い
ま
し
ょ
う

④
不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に

　
走
行
し
ま
し
ょ
う

環境部長

朝比奈 正典

0

10

12.5

15

17.5

燃費 km/ℓ 通常運転 エコドライブ

12.5

15.5

参加した24人の平均値です。
23.6％も燃費が改善しました。

2

環境部活動報告

10月～11月
環境美化啓発ポスターコンクール小中学生から多くの応募をいただきました。優秀作品で啓発グッズやポスターを制作し、美化キャンペーン等に使用しました。

9月
環境への取り組みを視察

㈱コーシンサービスを視察しまし

た。産業廃棄物のリサイクルの

過程や、バイオディーゼル燃料

の生成過程等を見学しました。

ズ
ン

9月～11月
秋の環境美化統一行動　支部ごとにポイ捨てゴミ収集や海岸・河川清掃活動が実施され、多くの方が地域の環境美化のため参加しました。

た
ッ

組みを視察

ンペーン等に使用ン
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連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
新
コ
ー

ナ
ー
が
加
わ
り
ま
し
た
。
今
後
、
地
域

力
の
向
上
が
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
担
い
手
と
な
る
市
内
31
地
区
自
治
会

を
順
次
、
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

現
在
、
第
1
弾
と
し
て
、
西
貝
地
区

自
治
会
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
地
区
長

さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
地
区
を
理
解
す

る
工
夫
、
お
弁
当
配
食
サ
ー
ビ
ス
や
地

震
発
災
後
の
安
否
確
認
に
使
用
す
る
「
黄

色
い
タ
オ
ル
」
な
ど
心
温
ま
る
記
事
が

載
っ
て
い
ま
す
。

今
後
3
ヵ
月
ご
と
に
新
た
な
地
区
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

今
日
、
少

子
高
齢
化
や

核
家
族
化
の

進
展
な
ど
、

自
治
会
活
動

を
取
巻
く
環

境
の
変
化

や
、
昨
年
実

施
し
た
「
自

治
会
長
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
結
果
を
踏
ま
え
、今
年
度
、「
組

織
検
討
委
員
会
」
を
設
置
。
自
ら
の
組
織

と
運
営
及
び
活
動
、
自
治
会
の
今
後
の
課

題
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。

杉
山
芳
敎
副
会
長
を
委
員
長
に
、
10
名

の
役
員
に
よ
り
、
４
回
の
審
議
を
行
い
、

平
成
22
年
12
月
17
日
に
連
合
会
長
あ
て
、

答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

答
申
書
に
は
、
役
員
の
選
出
等
に
つ
い

て
、
複
数
自
治
会
の
共
同
化
や
地
区
自
治

会
の
助
言
な
ど
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。
全

文
に
つ
い

て
は
、
平

成
23
年
度

総
会
資
料

に
掲
載
し

ま
す
。

本
年
度
、
５
つ
の
他
市
自
治
会
連
合

会
等
の
視
察
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
連
合
会
の
事
業
や
自
治
会
活
動
の

課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
な
い

有
意
義
な

会
と
な
り

ま
し
た
。

ど
の
団
体

も
当
市
の

活
動
内
容

の
充
実
さ

に
び
っ
く

り
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

最
近
の
経
済
不
況
の
中
、
在
住
外
国

人
の
人
数
は
減
少
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
一
方
で
は
こ
の
地
に
定
住

を
決
め
て
い
る
方
も
多
く
い
ま
す
。

本
年
度
、
自
治
会
連
合
会
で
は
、
外

国
人
が
地
域
防
災
訓
練
へ
参
加
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
参
加
の
呼
び
掛
け
を
行

い
ま
し
た
。

当
日
の
外
国
人
参
加
者
は
、
市
全
体

で
84
名
。
よ
り
積
極
的
な
声
か
け
が
必

要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

有
事
の
際
は
、
日
本
人
も
外
国
人
も

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
お
互
い
に
助
け
合

え
る
関
係
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

地
区
自
治
会
リ
レ
ー
コ
ラ
ム
の
開
始

～
第
１
弾
は「
西
貝
地
区
自
治
会
」～

　

組
織
検
討
委
員
会

　

答
申
書
提
出

他
市
自
治
会
連
合
会
組
織
の

視
察
受
入

▲地区自治会リレーコラムのページ

▲連合会長に答申書を提出

▲南御厨地区自治会の様子

月　　日 団　体　名 受入人数
（人）

10 月 26 日　  新座市町内会連合会 ４４

11 月 9 日　  近江八幡市連合自治会 ２０

11 月 11 日　  所沢市自治連合会 ４２

11 月 24 日　  野田市自治会連合会 ２４

平成 23 年　　　
1 月 28 日　 刈谷市公民館連絡協議会 ２２

磐田市自治会連合会

「磐田市自治会連合会」で検索！

▲視察の様子

多
文
化
共
生
推
進
地
区
会
議  

の
取
組
み

～
地
域
防
災
訓
練
へ
の
外
国
人
参
加
～

視察を行った自治体の日程と受入人数
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